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『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
書
誌 

真
柳 

誠 
  

は
じ
め
に 

 

『
傷
寒
論
』
は
北
宋
校
正
医
書
局
・
林
億
ら
の
校
訂
を
経
て
治
平
二
年
（
一
〇

六
五
）
に
は
じ
め
て
刊
行
物
と
な
り
、
そ
の
版
式
と
文
字
の
大
き
さ
か
ら
「
大
字

本
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
は
高
価
だ
っ
た
の
で
、
元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）
に
は

勅
命
で
開
封
の
国
子
監
と
浙
路
の
郡
斎
よ
り
お
の
お
の
小
型
の
「
小
字
本
」
が
廉

価
で
出
版
さ
れ

（

１

）

た
が
、
南
宋
代
さ
ら
に
復
刻
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
む
ろ
ん
現
代

に
伝
わ
る
各
種
『
傷
寒
論
』
は
す
べ
て
北
宋
版
に
由
来
す
る
が
、
こ
の
大
字
本
一

種
・
小
字
本
二
種
の
北
宋
版
さ
ら
に
宋
版
以
前
の
写
本
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
今
に

伝
わ
ら
な
い
。 

 

一 

趙
開
美
本
の
概
要 

 

現
在
に
宋
版
の
姿
を
伝
え
る
の
は
、
明
の
趙
開
美
が
万
暦
二
十
七
年
（
一
五
九

九
）
に
序
を
記
し
、
『
仲
景
全
書
』
に
編
入
し
た
『
〔
翻
刻
宋
板
〕
傷
寒
論
』
で
あ

る
。
そ
れ
は
趙
開
美
の
序
に
、「
宋
板
傷
寒
論
を
得
た
…
…
の
で
仲
景
全
書
に
并
刻

す
る
」
と
あ
り
、
仲
景
全
書
目
録
の
冒
頭
に
は
「
翻
刻
宋
板
傷
寒
論
全
文
」
と
記

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
趙
開
美
本
に
は
小
字
本
『
傷
寒
論
』
の
牒
文
が
あ
る

の
で
、
こ
の
翻
刻
に
用
い
ら
れ
た
底
本
は
北
宋
小
字
本
系
と
わ
か
る
。
各
巻
末
に

は
「
世
譲
堂
翻
宋
板
」
な
ど
の
木
記
も
あ
る
の
で
、
底
本
が
宋
版
だ
っ
た
可
能
性

は
高
い
。
こ
れ
ゆ
え
趙
開
美
本
は
「
宋
板
（
版
）
傷
寒
論
」
と
も
称
さ
れ
る
が
、

も
ち
ろ
ん
宋
版
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
各
巻
頭
に
は
「
仲
景
全
書
第
幾
」

と
「
明
趙
開
美
校
刻
／
沈
琳
仝
校
」
が
付
加
さ
れ
る
の
で
、
宋
版
を
忠
実
に
模
刻

し
た
仿
宋
版
で
も
な
い
。 

ち
な
み
に
通
常
の
仿
宋
版
な
ら
ば
宋
版
の
刻
工
名
も
下
象
鼻
に
模
刻
さ
れ
る
が
、

趙
開
美
本
に
は
な
い
。
そ
の
書
型
と
文
字
は
た
し
か
に
小
字
本
の
サ
イ
ズ
で
は
あ

る
が
、
書
式
は
毎
葉
二
〇
行
・
行
一
九
字
と
大
字
本
の
ス
タ
イ
ル
で
、
い
さ
さ
か

不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
他
方
、
趙
開
美
本
『
金
匱
要
略
』
は
元
の
鄧
珍
版
を

主
底
本
と
す
る
が
、
版
式
・
書
式
・
字
句
は
相
当
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を

併
考
す
る
な
ら
、「
校
刻
」
と
明
言
す
る
趙
開
美
の
姿
勢
も
安
易
に
は
信
用
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
も
呉
遷
本
『
金
匱
要
略
』
の
新
出
で
、
北
宋
政
府
は
小
字
本
段

階
で
も
大
規
模
な
再
校
訂
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
な
ら
ば
趙
開
美
本

の
底
本
と
さ
れ
た
小
字
本
『
傷
寒
論
』
も
、
北
宋
の
大
字
本
か
ら
さ
ら
に
校
訂
が

加
え
ら
れ
た
版
本
だ
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。 

さ
て
趙
開
美
『
仲
景
全
書
』
に
は
、
他
に
『
金
匱
要
略
』
『
注
解
傷
寒
論
』
『
傷

寒
類
証
』
が
収
め
ら
れ
、
計
四
書
か
ら
な
る
。
別
に
『
集
注
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』

『
傷
寒
類
証
』
か
ら
な
る
三
書
の
『
仲
景
全
書
』
が
江
戸
前
期
に
作
成
さ
れ
、
五

回
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
第
四
版
に
も
と
づ
き
、
さ
ら
に
『
傷
寒
明
理
論
・
薬
方
論
』

『
運
気
掌
訣
録
』
を
加
え
た
五
書
の
『
仲
景
全
書
』
が
清
末
に
作
成
さ
れ
、
民
国

時
代
ま
で
に
六
回
刊
行
さ
れ
て
い
る

（

２

）

。
こ
れ
ら
三
種
の
『
仲
景
全
書
』
は
混
同
さ
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図１ 巻 4 末尾の木記
（中国中医科学院蔵本）

 
図２ 『注解傷寒論』巻 4
第 1 葉下象鼻の刻工名（中
国中医科学院蔵本） 

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
方
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
趙
開
美
『
仲
景
全
書
』
は
、
江
戸
幕

府
の
紅
葉
山
文
庫
へ
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
に
収
蔵
さ
れ
た
記
録
が
あ
り

（

３

）

、
そ

の
少
し
前
に
中
国
か
ら
長
崎
に
輸
入
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
江
戸
時
代
に

は
『
仲
景
全
書
』
か
ら
単
行
さ
れ
た
『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
の
版
本
四
種
が
あ
り
、

う
ち
紅
葉
山
文
庫
本
を
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
影
刻
し
た
堀
川
本
は
中
国
で

も
普
及
し
た
。
一
九
二
三
年
に
上
海
の
惲
鉄
樵
（
商
務
印
書
館
）
や
一
九
三
一
年

に
上
海
中
医
書
局
が
出
版
し
た
『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
は
、
堀
川
本
の
返
り
点
を
消

去
し
て
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
小
曽
戸
氏
が
証
し

（

４

）

、
馬
氏
も

（

５

）

そ
れ
を
引
用

す
る
。
一
九
五
四
年
の
重
慶
人
民
出
版
社
『
〔
新
輯
宋
本
〕
傷
寒
論
』
と
一
九
八
二

年
の
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
『
宋
本
傷
寒
論
校
注
』
も
、
文
字
の
特
徴
か
ら
堀
川

本
に
も
と
づ
い
て
い
る
。 

 

二 

趙
開
美
『
仲
景
全
書
』
の
三
版
本 

 

か
つ
て
趙
開
美
本
『
仲
景
全
書
』
の
現
存
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
前
述
の
紅
葉
山
文
庫
本
が
幕
末
の
『
経
籍
訪
古
志
』
に
著
録
さ

（

６

）

れ
て
以

来
、
中
国
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
現
在
で
は
、
故
宮
博
物
院
（
台
北
）
・

中
国
国
家
図
書
館
（
北
京
）・
中
国
中
医
科
学
院
（
北
京
）・
中
国
科
学
院
（
北
京
）
・

北
京
中
医
薬
大
学
・
上
海
中
医
薬
大
学
・
上
海
図
書
館
・
南
京
図
書
館
・
中
国
医

科
大
学
（
瀋
陽
）・
中
山
大
学
（
広
州
）
に
、
趙
開
美
本
な
い
し
万
暦
刊
本
が
各
一

組
あ
る
と
目
録
書
に
著
録
さ
れ
る
。 

そ
こ
で
全
点
に
つ
き
実
地
調
査
し

（

７

）

た
と
こ
ろ
、
中
国
科
学
院
・
北
京
中
医
薬
大

学
・
南
京
図
書
館
の
各
本
は
和
刻
『
仲
景
全
書
』
だ
っ
た
。
中
山
大
学
本
は
明
・

文
陞
閣
校
刊
本
と
著
録
さ
れ
る
が
、
前
述
し
た
清
末
版
『
仲
景
全
書
』
の
広
東
修

刻
本
だ
っ
た
。
中
国
国
家
図
書
館
に
は
原
本
が
な
く
、
所
蔵
さ
れ
る
の
は
旧
北
平

図
書
館
本
（
現
台
北
故
宮
本
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
だ
っ
た
。
さ
ら
に
内
閣
文

庫
本
と
よ
く
似
る
が
、
明
ら
か
に
別
版
の
趙
開
美
版
二
種
が
知
ら
れ
た
。
第
一
種

Ａ
版
は
中
国
中
医
科
学
院
・
上
海
図
書
館
・
上
海
中
医
薬
大
学
の
各
蔵
本
、
第
二

種
Ｂ
版
は
中
国
医
科
大
学
蔵
の
先
印
本
と
台
北
故
宮
蔵
の
後
印
本
で
あ
る
。 

こ
の
Ａ
版
・
Ｂ
版
の
『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
に
は
、
「
世
譲
堂
／
翻
刻
宋
／
板
趙

氏
／
家
蔵
印
」
（
図
１
）
「
世
譲
堂
／
翻
宋
板
」

の
木
記
と
「
長
洲
趙
応
期
独
刻
」
の
刊
記
が
あ

り
、
各
巻
末
の
末
行
に
は
「
傷
寒
論
巻
第
幾
」

が
刻
入
さ
れ
る
。
が
、
そ
れ
ら
の
一
部
は
現
存

各
本
で
印
刷
不
鮮
明
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
版

心
は
す
べ
て
白
魚
尾
で
、『
注
解
傷
寒
論
』
の
下

象
鼻
に
は
「
趙
応
期
刻
」
（
図
２
）
「
其
（
期
）
」

「
姚
甫
刻
」「
甫
」
、『
傷
寒
類
証
』
に
は
「
姑
蘇

趙
応
期
刊
」
の
刻
工
名
が
み
え
る
。 

以
上
の
木
記
か
ら
す
る
と
「
世
譲
堂
」
が
宋

板
を
翻
刻
し
、「
趙
氏
」
が
版
木
を
家
蔵
し
て
印

刷
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
趙
開
美
の
室
号

は
脈
望
館
で

（

２

）

、
彼
な
い
し
親
族
が
世
譲
堂
と
い
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図３ 趙開美校刊『新唐書糾謬』（国
家図書館〔台北〕蔵本、書号 01551） 

図４ 趙開美本 A・B・C 各版の相違（A：中医科
学院本、B：台北故宮本、C：内閣文庫本） 

う
室
号
な
ど
を
使
っ
た
記
録
は
発
見
で
き
な
い
。
一
方
、
刊
記
か
ら
す
る
と
『
〔
宋

板
〕
傷
寒
論
』
は
長
洲
（
蘇
州
郊
外
）
の
趙
応
期
が
一
人
で
刻
板
し
て
い
る
。
刻

工
名
か
ら
す
る
と
『
注
解
傷
寒
論
』
は
趙
応
期
と
姚
甫
が
分
担
し
、
『
傷
寒
類
証
』

は
姑
蘇
（
蘇
州
の
別
名
）
の
趙
応
期
が
刻
板
し
た
と
わ
か
る
。
こ
の
趙
応
期
は
趙

応
・
趙
応
其
・
趙
応
麒
と
も
署
名
す
る
蘇
州
の
刻
工
で
、
嘉
靖
末
期
か
ら
万
暦
に

か
け
て
活
躍
し
、
趙
開
美
の
脈
望
館
が
出
版
し
た
『
東
坡
先
生
志
林
』『
新
唐
書
糾

謬
』
に
参
加
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（

８

）

。
た
し
か
に
万
暦
間
の
趙
開
美
校
刊
『
新

唐
書
糾
謬
』
の
巻
二
十
末
尾
に
は
「
海
虞
趙
開
美
校
刊
本
／
新
唐
書
糾
謬
巻
第
二

十 

長
洲
／
顧
植
書
／
趙
応
期
刻
」
の
刊
記
が
あ
り
、
そ
の
刻
字
（
図
３
）
は
Ａ
・

Ｂ
版
『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
と
よ
く
似
る
。
な
ら
ば
「
世
譲
堂
」
は
趙
応
期
の
工
房

名
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
を
記
す
Ａ
・
Ｂ
版
は
、
彼
に
刻
板
を
し
ば
し
ば
依
頼
し
た

趙
開
美
の
版
本
と
判
断
し
て
ま
ち
が
い
な
い
。
さ
ら
に
両
版
は
版
木
や
罫
線
の
割

れ
方
ま
で
一
致
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
同
一
版
木
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。 

に
も
か
か
わ
ら

ず
両
『
〔
宋
板
〕
傷

寒
論
』
は
五
か
所

で
文
字
が
異
な
る
。

特
徴
的
な
部
分
は

巻
一
第
一
〇
葉
ウ

ラ
第
二
行
末
尾
の

小
字
割
注
で
、
Ａ

版
は
「
腎
謂
所
／

勝
脾
。
脾
／
…
…
」
、
Ｂ
版
は
「
腎

為
脾
／
所
勝
。
脾
／
…
…
」
に

作
る
（
図
４
）
。
よ
く
み
る
と
Ａ

版
の
「
謂
所
／
勝
脾
」
を
、
Ｂ

版
は
埋
め
木
で
「
為
脾
／
所
勝
」

に
彫
り
な
お
し
て
い
る
。
為
と

謂
が
音
通
す
る
た
め
生
じ
た
訛

字
で
あ
ろ
う
が
、
文
意
も
Ｂ
版

が
通
る
。
ま
た
Ｂ
版
は
全
体
に

Ａ
版
よ
り
、
版
木
の
摩
耗
や
断

裂
が
す
す
ん
で
い
る
。
な
ら
ば

Ａ
版
が
初
版
で
、
Ｂ
版
は
そ
の
修
刻
本
に
ま
ち
が
い
な
い

（

９

）

。 

一
方
、
内
閣
文
庫
の
Ｃ
版
は
書
式
な
ど
が
Ａ
・
Ｂ
版
と
同
一
で
あ
る
が
、
一
部

版
心
は
黒
魚
尾
で
異
な
る
。
刻
字
も
似
る
が
、
よ
く
み
る
と
違
う
。
さ
ら
に
Ａ
・

Ｂ
版
に
あ
る
木
記
・
刊
記
・
刻
工
名
が
一
切
な
く
、
不
詳
文
字
を
未
刻
の
墨
丁
に

す
る
な
ど
、
『
仲
景
全
書
』
全
体
で
Ａ
・
Ｂ
版
と
は
百
か
所
以
上
の
相
違
が
あ
り
、

完
全
な
別
版
だ
っ
た
。
相
違
の
大
多
数
は
Ｃ
版
の
誤
刻
な
ど
に
係
る
。
他
方
、
図

４
の
小
字
割
注
を
「
謂
所
／
勝
脾
」
に
彫
る
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
Ａ
版
を
底
本
に

翻
刻
し
た
の
が
Ｃ
版
と
わ
か
る
。
Ｃ
版
は
一
六
五
二
年
に
紅
葉
山
文
庫
へ
入
庫
し

た
の
で
、
お
そ
ら
く
明
末
清
初
の
刊
行
だ
ろ
う
。
当
然
な
が
ら
趙
開
美
の
所
刊
と

は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
本
稿
で
は
趙
開
美
本
の
一
種
と
し
て
Ｃ
版
と

呼
ん
で
き
た
。 
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な
お
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
版
と
も
に
、
本
文
と
同
一
の
版
式
・
刻
字
で
無
記
名
・
無
記

年
の
「
傷
寒
論
後
序
」
一
葉
が
あ
り
、
あ
る
意
見
で
は
林
億
ら
の
作
と
す
る
。
当

後
序
は
中
医
科
学
院
・
上
海
図
書
館
の
Ａ
本
と
台
北
故
宮
の
Ｂ
本
で
『
〔
宋
板
〕
傷

寒
論
』
の
書
末
、
中
国
医
科
大
学
の
Ｂ
本
で
『
注
解
傷
寒
論
』
厳
器
之
序
の
前
、

内
閣
文
庫
の
Ｃ
本
で
同
上
厳
器
之
序
の
後
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
混
乱
は

無
記
名
の
ゆ
え
だ
ろ
う
。
し
か
し
文
中
に
成
無
己
や
『
注
解
傷
寒
論
』
へ
の
言
及

が
一
切
な
く
、
文
末
に
「
附
于
巻
之
末
云
」
と
記
す
の
で
、
や
は
り
『
〔
宋
板
〕
傷

寒
論
』
へ
の
後
序
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
仲
景
の
傷
寒
治
療
を
た
た
え
る
一
方
、

孫
思
邈
（
『
千
金
翼
方
』
）
の
傷
寒
治
療
が
仲
景
の
意
に
反
す
る
と
厳
し
く
指
弾
す

る
。
と
こ
ろ
で
一
〇
六
五
年
に
『
傷
寒
論
』
を
校
刊
し
た
林
億
ら
が
、
翌
年
校
刊

し
た
孫
思
邈
『
千
金
方
』『
千
金
翼
方
』
の
準
備
も
ほ
ぼ
同
時
に
進
め
て
い
た
こ
と

は
、
各
書
の
校
勘
注
記
か
ら
わ
か
る
。
そ
の
彼
ら
が
孫
思
邈
を
批
判
す
る
で
あ
ろ

う
か
。
書
式
や
語
彙
・
口
調
も
、
皇
帝
に
献
上
す
る
書
に
記
す
官
僚
の
文
章
と
は

思
え
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
後
序
の
作
者
は
趙
開
美
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ

う
。 

 

以
上
の
調
査
・
検
討
よ
り
、
趙
開
美
本
Ｂ
版
の
『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
を
最
善
と

み
と
め
た
。
よ
っ
て
明
確
な
規
定
が
あ
る
台
北
の
国
立
故
宮
博
物
院
よ
り
版
権
を

取
得
し
、
本
書
に
影
印
と
翻
字
を
載
せ
る
こ
と
に
し
た
。
む
ろ
ん
Ｂ
版
は
、
か
つ

て
中
国
で
も
台
湾
で
も
復
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
台
北
故
宮
本
は
版
木
の
摩

耗
な
ど
に
よ
り
、
印
刷
の
不
鮮
明
な
文
字
が
一
部
に
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

翻
字
で
処
理
し
た
が
、
詳
細
は
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

三 

趙
開
美
本
系
『
傷
寒
論
』
の
諸
版 

 

趙
開
美
本
『
傷
寒
論
』
以
外
に
も
、
こ
れ
に
由
来
す
る
版
本
が
後
世
出
現
し
て

い
る
。
多
く
が
宋
板
や
宋
本
を
う
た
い
、
そ
の
幾
版
か
は
復
刻
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

使
用
さ
れ
て
き
た
。
ど
れ
が
真
本
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
、
い
ま
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
各
版
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
後
世
諸
版
と

の
関
係
（

10
）

を
概
説
し
て
お
こ
う
。 

①
『
集
注
傷
寒
論
』
と
和
刻
『
仲
景
全
書
』
本 

清
初
の
張
卿
子
『
集
注
傷
寒
論
』
は
、
成
無
己
か
ら
張
卿
子
ま
で
全
二
六
家
の

注
を
集
成
す
る
が
、
経
文
は
Ｂ
版
の
『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
と
『
注
解
傷
寒
論
』
双

方
に
も
と
づ
い
て
い
る
。 

一
方
、
本
書
は
趙
開
美
本
『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
『
注
解
傷
寒
論
』
両
書
の
代
わ

り
と
し
て
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
初
版
の
和
刻
『
仲
景
全
書
』
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
結
果
、
和
刻
『
仲
景
全
書
』
は
三
書
本
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、『
集

注
傷
寒
論
』
の
上
欄
に
「
宋
板
」「
成
本
」
と
の
経
文
校
異
が
日
本
で
刻
入
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
頭
注
は
Ｃ
版
に
も
と
づ
く
。
当
版
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
六
）・
宝
暦

六
年
（
一
七
五
六
、
同
年
に
二
版
）・
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
も
、
初
版
の
版

木
で
後
印
さ
れ
た
。 

ま
た
成
都
の
鄧
少
如
は
宝
暦
六
年
再
印
の
三
書
本
『
仲
景
全
書
』
に
も
と
づ
き
、

さ
ら
に
二
書
を
加
え
た
五
書
本
『
仲
景
全
書
』
を
光
緒
二
十
年
（
一
八
九
四
）
に

出
版
し
て
い
る
。
当
五
書
本
は
清
末
民
国
間
に
計
六
回
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
か
な

り
普
及
し
た
。 
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②
岡
嶋
玄
提
『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』 

当
版
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
の
初
版
で
、
後
印
本
・
復
刻
本
も
あ
る
。
そ

の
全
文
は
Ｃ
版
に
も
と
づ
く
が
、
一
部
は
①
本
の
経
文
で
改
め
た
ら
し
い
。 

③
浅
野
元
甫
『
〔
校
正
宋
板
〕
傷
寒
論
』 

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊
の
当
版
は
、
趙
開
美
本
の
書
式
を
大
き
く
改
め
る
。

節
略
も
多
く
て
字
句
の
由
来
は
判
然
と
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
②
本
に
よ
る
。 

④
稲
葉
元
煕
『
〔
新
校
宋
板
〕
傷
寒
論
』 

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
刊
の
当
版
も
節
略
が
多
く
、
趙
開
美
本
の
版
式
ま

で
失
う
。
字
句
は
お
お
む
ね
②
本
に
も
と
づ
き
、
他
に
①
本
の
経
文
も
参
照
し
て

い
る
。
昭
和
に
一
回
影
印
出
版
さ
れ
た
。 

⑤
堀
川
舟
庵
『
〔
翻
刻
宋
版
（
影
刻
宋
本
）
〕
傷
寒
論
』 

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
刊
の
当
版
は
、
紅
葉
山
文
庫
の
Ｃ
版
に
直
接
も
と
づ

く
が
、
一
部
字
句
を
①
本
な
い
し
②
本
で
改
め
て
い
る
。
影
印
本
が
民
国
間
に
二

回
、
昭
和
に
三
回
、
平
成
に
一
回
出
版
さ
れ
た
。 

⑥
武
昌
医
館
叢
書
本
『
傷
寒
論
』 

当
版
は
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）
に
刊
行
さ
れ
、
後
印
本
も
あ
る
。
底
本
は
小

島
尚
真
に
よ
る
紅
葉
山
文
庫
Ｃ
版
の
影
写
本
で
、
こ
れ
を
明
治
初
期
に
来
日
し
た

楊
守
敬
が
購
入
し
た
。
彼
は
帰
国
後
、
趙
開
美
の
付
加
と
判
断
し
た
部
分
を
切
り

落
と
し
、
ま
た
小
島
影
写
Ｃ
版
『
注
解
傷
寒
論
』
の
目
録
も
利
用
し
、
双
方
を
貼

り
合
わ
せ
て
版
下
と
し
た
。
さ
ら
に
一
部
字
句
を
②
③
⑤
本
で
改
め
、
宋
版
風
の

字
様
で
刻
板
し
た
の
が
⑥
本
で
あ
る
（

13
）
。
そ
の
作
業
は
仿
宋
版
の
捏
造
と
い
う

し
か
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
「
宋
板
」
な
ど
を
う
た
う
『
傷
寒
論
』
は
、
い
ず
れ
も
主
に
Ｃ
版

に
由
来
し
て
い
た
。
む
ろ
ん
趙
開
美
真
本
の
Ａ
・
Ｂ
版
に
及
ぶ
版
本
は
一
点
も
な

い
。
し
た
が
っ
て
今
後
は
、
誤
刻
が
最
少
の
Ｂ
版
を
テ
キ
ス
ト
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

四 

復
刻
底
本
の
来
歴 
 

本
書
に
復
刻
し
た
『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
は
、
い
ま
台
北
・
国
立
故
宮
博
物
院
の

図
書
文
献
館
に
架
蔵
さ
れ
る
Ｂ
版
『
仲
景
全
書
』
所
収
本
で
あ
る
。
こ
の
書
中
と

表
紙
に
は
、「
務
本
堂
（
陰
刻
・
陽
刻
の
二
種
）
」「
神
農
遺
業
」「
姜
問
岐
印
」「
秋

農
」
「
東
海
仙
蠹
室
蔵
」
「
榘
翁
」
「
大
徐
」
「
国
立
北
平
図
書
館
所
蔵
」
の
旧
蔵
印

記
が
あ
る
。
游
氏
ら
の
報
告
（

11
）

に
よ
る
と
、
う
ち
「
姜
問
岐
印
」
「
秋
農
」
は

清
後
期
の
医
家
・
姜
問
岐
、
「
榘
翁
」
「
大
徐
」
は
清
末
の
官
僚
で
民
国
初
の
蔵
書

家
・
徐
坊
（
矩
庵
、
一
八
六
四
～
一
九
一
六
）
の
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
帙
に
は
「
仲

景
全
書 

万
暦
己
亥
趙
清
常
／
景
宋
刻
本 

坊
」
を
墨
書
し
た
題
箋
、
『
〔
宋
板
〕

傷
寒
論
』
に
は
矩
庵
と
坊
を
署
名
す
る
題
記
二
文
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
所
筆
は
同

一
で
徐
坊
本
人
の
も
の
に
ま
ち
が
い
な
い
。
彼
の
題
記
二
文
に
は
こ
う
あ
る
。
小

字
双
行
文
は
〔 

〕
内
に
示
し
た
。 

 

傷
寒
論
世
無
善
本
、
余
所
蔵
治
平
官
刊
大
字
景
写
本
而
外
、
惟
此
趙
清
常

（
趙
開
美
）
本
耳
。
亡
友
宗
室
伯
兮
祭
酒
曽
懸
重
金
購
此
本
、
不
可
得
、
僅

得
日
本
安
政
丙
辰
覆
刻
本
〔
近
蜀
中
又
有
刻
本
、
亦
従
日
本
本
出
〕。
今
夏
従

廠
賈
魏
子
敏
得
此
本
、
完
好
無
欠
、
惜
伯
兮
不
及
見
矣
。
坊
記
〔
時
戊
申
中

秋
日
戊
辰
〕
。
「
（
印
記
）
榘
翁
」 
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北
宋
人
官
刻
経
注
皆
大
字
、
単
疏
皆
小
字
、
所
以
別
尊
卑
也
。
治
平
官
本

傷
寒
論
乃
大
字
、
経
也
。
千
金
方
外
台
秘
要
皆
小
字
、
疏
也
。
林
億
諸
人
深

於
医
矣
。
南
宋
已
後
、
烏
足
知
此
。
矩
庵
又
記
。
「
（
印
記
）
大
徐
」 

こ
の
第
一
文
で
は
安
政
丙
辰
（
三
年
刊
堀
川
）
本
を
記
し
、
蜀
中
（
成
都
・
鄧

少
如
の
光
緒
二
十
年
）
刊
『
仲
景
全
書
』
が
和
刻
本
に
よ
る
こ
と
も
言
及
す
る
。

な
ら
ば
徐
坊
が
題
記
を
認
め
た
「
戊
申
」
と
は
、
光
緒
三
十
四
年
（
一
九
〇
八
）

に
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
の
時
期
、
彼
は
北
京
で
国
子
監
丞
の
官
に
就
い
て
い
た
の

で
、
一
九
〇
八
年
の
夏
に
「
廠
賈
魏
子
敏
」
か
ら
得
た
と
い
う
の
は
、
琉
璃
廠
の

古
書
商
・
魏
子
敏
か
ら
だ
っ
た
と
わ
か
る
。
徐
坊
の
蔵
書
は
没
後
の
一
九
二
七
年

か
ら
目
録
販
売
さ
れ
た
と
い
う
の
で
（

11
）
、『
仲
景
全
書
』
も
そ
の
こ
ろ
徐
家
か
ら

離
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

な
お
台
北
故
宮
の
『
仲
景
全
書
』
は
他
の
文
物
と
異
な
り
、
明
代
や
清
代
か
ら

北
京
の
故
宮
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
蔵
印
記
が
あ
る
よ
う
に
、
も
と
は
北
平

図
書
館
の
蔵
書
だ
っ
た
。
北
平
図
書
館
の
前
身
は
清
末
の
宣
統
元
年
（
一
九
〇
九
）
、

北
京
に
開
設
さ
れ
た
京
師
図
書
館
で
あ
る
。
ま
も
な
く
辛
亥
革
命
で
民
国
政
府
の

所
管
と
な
り
、
一
九
二
八
年
に
国
立
北
平
図
書
館
と
改
名
さ
れ
た
。
そ
の
所
蔵
古

典
籍
の
多
く
は
戦
乱
を
さ
け
、
一
九
四
一
年
よ
り
米
国
会
図
書
館
で
保
管
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
撮
影
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
中
国
に
寄
贈
さ
れ
、
い
ま
中
国
国

家
図
書
館
所
蔵
本
と
し
て
誤
っ
て
著
録
さ
れ
て
い
る
。 

他
方
、
民
国
政
府
が
南
京
に
設
立
し
た
中
央
図
書
館
は
、
一
九
四
九
年
か
ら
台

北
へ
移
転
さ
れ
、
一
九
九
六
年
に
国
家
図
書
館
〔
台
北
〕
と
改
称
さ
れ
た
。
そ
の

中
央
図
書
館
時
代
の
一
九
六
五
年
、
米
国
会
図
書
館
よ
り
旧
北
平
図
書
館
本
が
移

管
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
八
年
、
旧
北
平
図
書
館
本
だ
け
故
宮
博
物
院
に
一
括

移
管
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
（

12
）
。 

当
『
仲
景
全
書
』
は
以
上
の
よ
う
に
、
未
詳
氏
→
姜
問
岐
→
魏
子
敏
→
徐
坊
→

北
京
の
北
平
図
書
館
→
ワ
シ
ン
ト
ン
の
米
国
会
図
書
館
→
台
北
の
中
央
図
書
館
と

移
動
し
、
い
ま
台
北
の
故
宮
博
物
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
徐
坊
の
第
一
題
記
は
注
目
す
べ
き
こ
と
を
記
す
。
他
に
も
『
傷
寒
論
』

の
「
治
平
官
刊
大
字
景
（
影
）
写
本
」
を
所
蔵
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
趙

開
美
本
を
入
手
し
た
の
で
、
そ
の
国
子
監
牒
文
で
小
字
本
『
傷
寒
論
』
の
存
在
と

出
版
目
的
も
知
っ
た
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
第
二
題
記
で
、『
傷
寒
論
』
は

「
経
」
な
の
で
尊
ん
で
大
字
本
、
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
は
「
疏
」
な
の
で

卑
し
ん
で
小
字
本
と
し
て
北
宋
政
府
が
出
版
し
た
、
な
ど
と
曲
筆
す
る
。
つ
ま
り

彼
は
趙
開
美
本
『
〔
宋
板
〕
傷
寒
論
』
が
小
字
本
系
で
あ
る
の
に
気
づ
か
ず
、
毎
葉

二
〇
行
・
行
一
九
字
の
書
式
か
ら
大
字
本
系
と
判
断
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う

判
断
し
て
い
た
の
な
ら
、
彼
が
所
蔵
し
て
い
た
「
治
平
官
刊
大
字
景
写
本
」
も
、

趙
開
美
本
と
似
た
書
式
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

一
方
、
武
昌
医
館
本
『
傷
寒
論
』
は
一
九
一
二
年
の
刊
行
だ
が
、
そ
の
版
下
は

楊
守
敬
が
趙
開
美
Ｃ
版
の
影
写
本
か
ら
宋
版
風
に
捏
造
し
た
と
前
述
し
た
。
こ
れ

ゆ
え
武
昌
医
館
本
の
書
式
は
趙
開
美
本
と
同
一
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
武
昌

医
館
本
と
ほ
ぼ
同
じ
図
版
を
自
編
の
『
留
真
譜
初
編
』
（
一
九
〇
一
刊
）
に
載
せ
、

同
年
刊
の
自
著
『
日
本
訪
書
志
』
で
は
日
本
で
入
手
し
た
と
い
う
「
影
（
写
）
北

宋
本
傷
寒
論
」
を
縷
々
自
慢
す
る
。
そ
の
虚
構
は
小
曽
戸
氏
（
４
）

と
筆
者
（

13
）

が

す
で
に
指
摘
し
た
が
、
一
九
〇
一
年
以
前
に
彼
の
い
う
「
影
北
宋
本
傷
寒
論
」
の
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製
作
が
完
成
し
て
い
た
の
は
う
た
が
い
な
い
。 

筆
者
は
徐
坊
の
「
治
平
官
刊
大
字
景
写
本
」
に
も
注
目
し
、
こ
れ
ま
で
中
国
・

台
湾
の
主
要
蔵
書
を
調
査
し
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
該
当
す
る
書
は
発
見

で
き
な
い
。
他
方
、
楊
守
敬
は
『
留
真
譜
』
と
『
日
本
訪
書
志
』
を
あ
た
か
も
販

書
カ
タ
ロ
グ
と
し
、
蔵
書
や
そ
の
精
緻
な
模
写
本
を
譲
渡
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼

の
い
う
「
影
北
宋
本
傷
寒
論
」
の
実
物
は
い
ま
国
家
図
書
館
〔
台
北
〕
に
あ
る
切

り
貼
り
本
な
の
で
、
希
望
者
に
は
模
写
本
を
譲
渡
す
る
し
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
諸
情
況
か
ら
推
す
と
、
徐
坊
が
一
九
〇
八
年
夏
以
前
に
入
手
し
て
い
た

「
治
平
官
刊
大
字
景
写
本
」
と
は
、
楊
守
敬
の
偽
「
影
北
宋
本
傷
寒
論
」
に
幻
惑

さ
れ
た
言
辞
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
真
の
大
字
影
写
本
が
い
つ
か
出

現
す
る
の
を
筆
者
も
期
待
す
る
が
、
現
段
階
で
趙
開
美
本
Ｂ
版
が
最
善
本
で
あ
る

こ
と
は
ゆ
る
ぎ
な
い
と
考
え
る
。 

 

文
献
お
よ
び
注 

（
１
） 

「
小
字
本
」
の
刊
刻
経
緯
な
ど
は
、
趙
開
美
『
仲
景
全
書
』
所
収
『
〔
宋

板
〕
傷
寒
論
』
前
付
の
牒
文
に
詳
し
い
。 

（
２
） 

真
柳
誠
「
『
仲
景
全
書
』
解
題
」
、
小
曽
戸
洋
・
真
柳
誠
『
和
刻
漢
籍
医

書
集
成
』
第
一
六
輯
所
収
、
東
京
・
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
一
九
九
二 

（
３
） 

真
柳
誠
・
友
部
和
弘
「
中
国
医
籍
渡
来
年
代
総
目
録
（
江
戸
期
）
」
、
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
『
日
本
研
究
』
七
号
一
七
三
頁
、
一
九
九
二 

（
４
） 

小
曽
戸
洋
「
楊
守
敬
『
日
本
訪
書
志
』『
留
真
譜
』
所
載
「
影
北
宋
本
傷

寒
論
の
検
証
」
─
附
説
・
現
行
影
趙
開
美
本
傷
寒
論
懐
疑
」『
傷
寒
論
医
学

の
継
承
と
発
展
─
仲
景
学
説
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
』
四
八
～
五
二
頁
、
市

川
・
東
洋
学
術
出
版
社
、
一
九
八
三 

（
５
） 

馬
継
興
『
中
医
文
献
学
』
一
二
五
頁
、
上
海
・
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、

一
九
九
〇 

（
６
） 

森
立
之
ら
『
経
籍
訪
古
志
』
、
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成 

五
三
』
三
九

二
～
三
九
三
頁
、
東
京
・
名
著
出
版
、
一
九
八
一 

（
７
） 

真
柳
誠
「
趙
開
美
の
『
仲
景
全
書
』
と
『
宋
板
傷
寒
論
』
」
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』
五
二
巻
一
号
一
四
四
～
一
四
五
頁
、
二
〇
〇
六 

（
８
） 

瞿
晩
良
『
中
国
古
籍
版
刻
辞
典
』
四
二
一
頁
、
済
南
・
済
魯
出
版
社
、

一
九
九
九 

（
９
） 

他
に
巻
二
第
一
〇
葉
オ
モ
テ
第
一
行
第
一
一
文
字
を
Ａ
版
は
「
病
」
で

Ｂ
版
は
「
痛
」
、
巻
二
第
一
四
葉
オ
モ
テ
第
三
行
第
一
一
文
字
を
Ａ
版
は

「
離
」
で
Ｂ
版
は
「
漓
」
、
巻
三
第
八
葉
ウ
ラ
第
九
行
第
五
文
字
を
Ａ
版
は

「
兩
」
で
Ｂ
版
は
「
枚
」
、
巻
三
第
二
二
葉
オ
モ
テ
第
一
行
第
二
・
三
文
字

を
Ａ
版
は
「
得
裏
」
で
Ｂ
版
は
「
裏
未
」
、
に
作
り
、
い
ず
れ
も
文
意
は
Ｂ

版
が
通
る
。
ま
た
複
数
の
声
調
が
あ
る
破
読
字
は
そ
の
四
隅
部
位
の
い
ず

れ
か
に
半
円
を
付
け
て
四
声
を
指
定
し
て
い
る
が
、
Ａ
版
の
半
円
の
欠
落

を
Ｂ
版
が
補
足
（
巻
二
第
一
八
葉
オ
モ
テ
第
七
行
第
六
文
字
と
巻
七
第
一

八
葉
ウ
ラ
第
六
行
第
五
文
字
の
「
悪
」
右
上
に
去
声
、
巻
七
第
一
五
葉
ウ

ラ
第
一
〇
行
第
四
文
字
の
「
数
」
右
下
に
入
声
を
半
円
で
指
示
）
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
Ｂ
版
指
定
の
声
調
で
文
意
は
通
る
。 

（
10
） 

真
柳
誠
「
『
宋
板
傷
寒
論
』
系
諸
版
の
検
討
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
五

四
巻
二
号
一
五
七
頁
、
二
〇
〇
八 

（
11
） 

游
文
仁
・
蘇
奕
彰
「
台
北
故
宮
館
蔵
趙
開
美
本
『
仲
景
全
書
』
護
頁
題
記

作
者
考
」『
中
華
医
史
雑
誌
』
三
七
巻
二
期
九
八
～
一
〇
三
頁
、
二
〇
〇
七 

（
12
） 

真
柳
誠
「
台
湾
訪
書
志
Ⅰ 

故
宮
博
物
院
所
蔵
の
医
薬
古
典
籍
（
三
五
）
」

『
漢
方
の
臨
床
』
五
三
巻
一
二
号
二
一
六
九
頁
、
二
〇
〇
六 

（
13
） 
真
柳
誠
「
楊
守
敬
と
小
島
家
─
古
医
籍
の
蒐
集
と
校
刊
」『
東
方
学
報
』

八
三
冊
一
五
七
～
二
一
八
頁
、
二
〇
〇
八 

（
筆
者
所
属
：
茨
城
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
） 


